
ハ ー ン フ オ ー

三
～

一
九
四
六
　

イ
ギ

リ

ス
の
絵
本

作
家

。
ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

の

エ
ジ

ン
バ
ラ

で
生
ま
れ

た
。

従
軍

牧
師

の

一
人
娘

で
、

二
歳

の

時
両

親

と
と
も

に
ポ

ル
ト
ガ

ル
の

マ
デ
ィ

ラ

に

い
き

、

一
〇
年

間
滞

在

し
た
。

ド
イ

ツ
で

の
勉
学

と
数

年

の
旅

の
後

、
軍

医
と

結
婚

、

三
〇
年
を

イ

ン
ド

で
過

ご
し
た
。

一
八

九
九
年

、

二
人

の
娘

を
、
教

育

の
た
め

ス
コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

に
連
れ

帰

り
、
単

身
、

夫

の
任
地

に
戻

る
途
中

、
子

ど
も

た
ち

と

の
別

れ

の

つ
ら

さ
を

紛

ら
す

た
め
、

一
つ
の
絵
物

語
を

つ
く

り

『
ち

び
く

ろ
さ

ん
ぽ
』

と

名

づ
け
た
。

そ
れ
を

読

ん
だ
子

ど
も

た
ち

と
友

人

た
ち

が
出

版

を
勧

め
、
九

九
年

ロ
ン
ド

ン
の
グ

ラ

ン
ト

・
リ
チ

ャ
ー

ズ
社

か
ら
出
版

さ
れ

た
。
縦

五
イ

ン
チ

、
横

四
イ

ン
チ

の
小
さ

な
絵

本

だ

っ
た
。
絵
本

の
古

典
と

な
り

、
近

年
地

域
的

に
人
種
差

別

の
批
判
を

受

け
な
が
ら

も
幅

広

い
人
気

は
衰

え
な

い
。

作

品

に

『
リ
ト

ル

・
プ

ラ

ッ
ク

ニ
・丶
ン
ゴ

』

(
一
九
〇

一
)
、

『
リ

ト

ル

・

ブ

ラ

ッ
ク

・
ク
ィ

バ
』

(〇
二
)
な

ど

の
連

作

の
ほ
か
、

『さ

ん

ぽ

と

ふ
た

こ
』
(三
七
)
、
『
寒

驚
⑦
ミ
建

鼠

ト
ミ
隷

ミ
ミ
討

⑦
心
ミ
蕁

黛

リ
ト

ル

・
ホ

ワ
イ
ト

・
ズ

ク

ィ

バ
』

(六
五
、
歿
後
出
版
)
な

ど

が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(渡
辺
茂
男
)

　

バ
ー

ン

フ

ォ
ー
ド

　
シ
ー

ラ

ω
げ
Φ
同す

しU
貫

⇒
ho
a

一
九

一

八
～
　

カ
ナ
ダ

の
児
童
文

学
作

家
。

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

に

生
ま

れ

、

一
九
四

八
年

に
カ
ナ
ダ

へ
移

住
。

代
表

作

『
三

匹
、

荒
野

を

行
く

』

(
一
九
六

一
)
は
、

老
犬

プ

ル
テ
リ

ア

と

ラ
ブ

ラ

ド

ル

犬

、

シ

ャ
ム
猫

の
三
匹

が
、

飼

い
・王
を

求

め

て
オ

ン
タ
リ

オ
州

の
荒
野
を

二
五

〇

マ
イ

ル
も

旅
を

す

る
物

語
。
映

画

化
も

さ
れ

て

い
る
。

ほ
か

に
、
第

二
次

大
戦

の
戦

火
を
く

ぐ

っ
た
犬

の
物

語

『
ベ

ル
・
リ

ア
』
(
七
七
)
や
、

『
第

二

の
大

洪
水

と
ノ

ア
』

(七

三
)
が
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(桂

宥
子
)

　

バ

ン

ベ

ル

ガ

ー
　

リ

ヒ

ャ
ル

ト

空

o
ゴ
霞
α

じu
餌
ヨ
げ
Φ
『
σq
奠

一
九

=

～
　

オ
ー

ス
ト

リ

ア

の
教

育
学
者

、
国
際

児
童
文

学

・

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

読
書

研
究

所

所
長

(
一
九
六
五

～
八
〇
)
、
国
際

児
童
図

書
評

議
会

会

長

(
六
二
～
六
六
)
を

務

め

る
。

ウ

ィ
ー

ン
大

学

で
ド

イ

ツ
文

学

、
英

文
学
を

修

め
、

教
師

と
な

る
。

戦
後
、

児
童

文
学

お
よ

び
児
童

の
読
書

問

題

の
研
究

に
専

念

し
、
国
際

的

視
野

に
基

づ

い
た
児
童

の
読

書

推
進

運
動

に
尽

力
す

る
。

ウ

ィ
ー

ン
市

立
教

育

研
究

所

で

の
児

童
文
学

ゼ
ミ
ナ

ー

ル
を
通

じ
て
教

員
養

成

に

も

力
を

入
れ

る
。

現
在

、
教

科
書

研
究

所
を
設

立
す

る
た

め
世

界

各
国

に
協
力

を

呼

び
か

け
て

い
る
。
　
　

　
　

　

(田
中
安
男
)

ヒ

　

ピ

ア

ス

　

フ
ィ
リ

ッ
パ
　

勺
臣
=
O
b
Ω。

勺
Φ
費
o
Φ

一
九

二
〇
～

イ

ギ
リ

ス
の
童

話
作

家
。

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
市
南

部

の
カ

ム
川

べ

り

の
製
粉

家

の
娘

に
生

ま
れ

、

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大
学

で
学

士
号

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ピア ン コ

と
修

士
号
を

と

る
。

B

B
C
放
送

で
台

本
作

成
、

プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー
を

、
ま

た

オ

ッ
ク

ス

フ
ォ
ー
ド

大

学

出
版

部

や

ア

ン
ド

レ

・
ド
イ

ッ
チ

出
版

社

で
編
集
者

を
務

め
、

作
家

と
な

る
。

果

樹

園

経
営
者

M

・
ク

リ

ス
テ

ィ
と
結
婚

、

一
女
を

も
う

け
た

が

夫

と

は
死

別
。
第

一
作

『
ハ
ヤ
号

セ
イ
川
を

い
く

』
(
一
九
五
五
)

は
、
作

者

が
結

核
療

養
中

に
幼

い
こ
ろ

の
自

由
な

生
活

を
想

起

し

て
、
カ

ム
川

べ
り

を
舞

台

に
二
少
年

の
宝

探
し

を
描

い
た

写

実

小

説

で
、

一
躍
児

童
文
学

作
家

と

し

て
デ
ビ

ュ
ー
。

第

二
作

『
ト

ム
は
真

夜

中

の
庭

で
』

(五
八
)
も
自

身

の
少

女

時
代

の
家

と
屋
敷

を
舞

台

に
、

は

し
か

の
感

染
を

警
戒

し

て
行
動

を
制

限

さ
れ

た
少

年
と

、
年

老

い
た
た

め
行
動

が
自

由

で
な
く

な

っ
た

老
婦

人

の
、
と

も

に
自
由

を
あ

こ

が
れ
た

心
が
融

合

し
て
、

老

婦

人

の
過

去

の
思

い
出

に
現
在

の
少
年

が
参

入

し

て
共

時
体

験

を

す

る

フ

ァ

ン
タ

ジ
ー

で
、

カ
ー
ネ

ギ
ー
賞

を
受

賞
、

第

二
次

世
界

大
戦

後

の
代
表

傑
作

の

↓
つ
と

の
評
価

が
定

着

し
て

い
る

作

品

。

『
ま

ぼ
ろ

し

の
小
さ

い
犬
』
(六
二
)
も

ペ

ッ
ト

の
犬
を

渇

望
す

る
あ

ま
り

犬

の

ゴ
ー

ス
ト

に

ふ
け
る

少
年

の
心
を

写
実

的

に
描

い
た
傑

作

で
あ

る
。

ゴ

ー

ス
ト

・
ス
ト
ー

リ
ー
集

『幽

霊

を

み
た

一
〇

の
話
』

(七
七
)
と
写

実
的

短

編
集

『
ま

よ

な

か

の

パ

ー
テ

ィ
ー
』

(七
二
)
の
ほ
か

に
、
現

代
家

族

を
描

い
た
長

編

『
ペ

ッ
ト

の
ね

ず

み
大

さ
わ
ぎ

』
(
七
八
)
、

『サ

テ

ィ

ン
入
江

の

な
ぞ

』

(
八
三
)
や
幼
年

童

話

『自

§

ミ

Gり
さ
o
ミ

§

駄

O
ミ
ミ

⑦
討
譜

の
　
学

校

へ
行

っ
た

ラ
イ

オ

ン
そ

の
他
』

(
八
五
)
な

ど

が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(吉
田
新

一
)

　

ビ

ア

ン
キ

　
ヴ

ィ
タ
リ
イ

・
B

国
胃

碧
愚

uロ
碧
①
胃
臣

o
切
§

鬯
§

萸
出
　

一
八
九
四
～

一
九
五
九
　

ソ
ビ

エ
ト

の
動

物

児

童

文

学

作

家

。

ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

(
現

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
)

に
生

ま

れ

る
。

自
然
科

学
者

の
父

の
影
響

で
幼

い
こ
ろ
か

ら
自

然

に
関

心

を
も

つ
。

ペ
テ

ル
ブ

ル
グ
大

学

で
生

物
学

を
専
攻

し
、

学
術

調

査
や

ウ

ラ

ル
、

ア

ル
タ
イ

地
方

へ
の
旅

で
自
然

や
動
物

を
観

察

し
た

。
狩

猟

の
達

人

で
も
あ

っ
た
。

一
九

二
三
年

、

子
ど
も

の

雑
誌

に
初

の
作

品
を

発
表
後

、
低

学

年
向

け

の
『
森

の
お
う

ち
』

『
は
じ

め
て

の
狩
り

』
(以
上

一
九
二
四
)
、

高
学
年

向

け
中
編

の

『
み
な

し
子

の
ム

ル
ズ

ク
』

『
森

の
巨
人

ヘ
ラ

ジ
カ
』

(以
上
二

五
)
な

ど
を
相

つ
い
で
出

版

し
た
。
三

五
年

間

の
執
筆

活
動

で

二

五

〇
編
以

上

の
主

に
中

・
短
編

を
発

表

し
た

が
、
中

で
も

『
森

の
新

聞
』

は
森

の
四

季

の
で
き

事
を

つ
づ

っ
た
自
然

の
カ

レ
ン

ダ

ー
と
も

い
え

る
異

色
作

。
作

品

は

い
ず

れ
も

自
然

や
動

物

へ

の
愛

情

に
満
ち

、
同

時

に
自
然

科
学

者

と
し

て

の
深

い
学

識

の

裏

づ
け

が
あ

る
。
日
本

で
は
、
『
ビ

ア

ン
キ
動

物

記
』
(全
二
二
巻
)

で
主

な
作

品

が
紹
介

さ
れ

て

い
る
。
　

　

　

　

　

(松
谷
さ
や
か
)

　

ビ

ア

ン

コ
　

マ
ー
ジ

ェ
リ

ζ
費
σq
①
蔓

しU
す
旨
o
o

一
八

八

一

～

一
九
四
四
　

イ

ギ
リ

ス

の
児

童

文
学

作

家
。

結
婚

後

は

ア

メ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

リ

カ

で
活
躍
。

『
ビ

ロ
ー

ド
う

さ
ぎ

』
(
一
九
二
二
)
が

ニ
コ
ル
ソ

ン
の
挿
絵

で
出

版
さ

れ
評

判

に
な

っ
た
。

続

い
て
娘

の
パ

メ
ラ

の
挿

絵

が
入

っ
た

『
寒

鳴

ト
ミ
智

ミ
q
o
魯

§

b
o
羲

小

さ
な
木

の
お
人

形
』
(
二
五
)
が
出

る
。
第

三
作

目

の
や

は
り

人
形

の
物

語

で
あ

る

『
ざ

ミ

G
象
8

か
わ

い
そ
う
な

チ

ェ
イ

ッ
コ
ウ

』

(
二
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ヒエ シマ シケ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

五
)
が
代
表

傑
作

で
、
初
版

に
は

ラ

ッ
カ

ム
、
再

版

(七
三
)
に
は

A

.
メ
イ
ト

ラ

ン
ド

の
挿

絵

が
添
え

ら
れ

て
出

版
さ

れ

た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(中
野
節
子
)

　

比
江

島

重
孝

屡

磯

　

一
九
二
四
～
八
四
(大

13
～
昭

59
)

児

童

文
学

作
家

、
民

話
研
究

者
。

宮
崎

県

に
生
ま

れ

る
。
大

邱

師

範

卒
業

。
宮

崎
県
内

各
地

で
小
学

校
教

諭

、
校

長
を

務

め
な

が

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ら

児
童

文
学

の
創
作

と

民
話
採

訪
、

研
究

に
励

み
、

日
本

児
童

文

学
者

協
会

に
入
会

。

「
小
さ

い
旗
」
同
人

。
著

書

は

『
日
向

の

民
話
』
(
一
九
五
八
)
、

『
荒
野

の
少
年

』
(
七

一
)
、

『イ

ノ
く

ん

の

い
る

分
校
』

(七
九
)
な
ど

六
巻

の

『
山

の
分
校

』
シ
リ
ー

ズ
や

、

『
ふ

る
さ

と
民
話
考

』
(八

一
)
が
あ

る
。

『
山

の
村

か
ら

つ
い
て

来

た
花

』
(
七
七
)
で
、
第

一
回
石

森
延

男
児
童

文
学

奨

励
賞

を
受

疊
貝
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(水
上
平
吉
)

　

稗

田

菫

平

緲
爆

い
　

一
九
二
六
～
　
(大

15
～

)

詩

人
、
児

童

文
学

作
家

。
本
名

金

治
。
富

山
県

小
矢

部
市

の
生

ま

れ
。

二

〇
歳

よ
り

小
学
校

に
勤
務

の
か
た
わ

ら
文
学

活
動

に
励

む
。
詩

集

『花

』
(
一
九
四
八
)
で
詩

壇

に
登
場
。

児
童

文
学

作

品

に
は
童

謡

集

『
さ
る

す

べ
り

の
花

と
人
魚

』
(五
八
)
、

少
年

詩
集

『
飛

ぶ

カ

モ
シ
カ

の
春
』
(
六
八
)
、

民
話
集

『立

山

の
て

ん
ぐ
』
(七

一
)
、

童

話
集

『
山

の
神
さ
ま

の
お

だ
ん

ご
』
(七
四
)
な

ど
、

多
岐

に
わ

た

る
多

数

の
著
書

が
あ

り
、
抒
情

性

に
特

徴

が
あ

る
。
富

山

県

児

童
文

学
会

会
長
な

ど
を

務
め

、
県

内
文
学

界

の
重

鎮
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(深
川
明
子
)

　

比
較

児

童
文

学

狛
鸞

鮨

　
児
童

文

学

を

対

象

に
比
較

文

学

的
な

考
察

を
加

え
る
研

究
。

比
較

文
学

研
究

自

体
、
狭

義

で

は

直
接

の
影

響
や

交
流

関
係

に
絞

ら
れ

、
広
義

で
は
文

芸
比
較

や

比
較

文
化

的
な

分
野
も

含

み
、

同
様

の
こ
と
が

比
較

児
童

文
学

に
も

い
え

る
だ

ろ
う
。

も

と
も

と

日
本

の
児
童
文

学

の
場
合

、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　　ホ

明
治

期
以

来
外

国
も

の
の
翻
訳

・
翻
案

が
質

量
両

面

で
果

た
し

た
役

割

は
大
き

い
。
ま

た

と
く

に
現
代

の
作

品

の
批

評

で
は
、

翻
訳

と
創
作

を

併

せ
て
論

じ
る

こ
と

が
多
く

、
無

意
識

な

が
ら

比
較

の
視

点

に
立

っ
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

こ
れ
を
意

識

的

に

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

行

っ
た
成

果
と

し

て
安

藤
美

紀
夫

の
『
世
界

児
童

文
学

ノ

ー
ト
』

三
巻

(
一
九
七
五
～
七
七
)
が
あ

げ
ら

れ
る
。
他

方
、
狭
義

の
意

味

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

で

の
研
究

、
す

な
わ
ち

翻
訳

や
再

話
な

ど

の
受
容

史

や
受
容

過

程
を

実
証

的

に
調

べ
る
研
究

は

立
ち
遅

れ

て
き

た
。

そ
れ

は
作

品

の
思
想

、
物

語

の
骨

格

な

ど

が

批

評

の
中

心

と

な

り

が
ち

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

だ

っ
た
た

め

で
も

あ

る
。

こ
と

ば
や
表

現
、

文
体

の
違

い
に
注

目

し
な

が
ら
、

そ

の
背

後

の
文
化

的
差

異
も

視

野
に

入
れ

ら
れ

る
研

究

が
、
今
後

望
ま

れ

る
。　

　
　

　
　

　

　
　

(佐
藤
宗
子
)

東

　

く

め

赫

し

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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東

君
平

Φ
鰭

い

一
九

四

〇

～
八

七

(昭

15
～
62
)

イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

i
、

童
話
作

家
。

神
戸

市

に
生
ま

れ
る
。

絵
本

の

絵

と
文

に
、

『
べ
た

べ
た

に

ゃ
ん

こ
』
(
一
九
六
六
)
、

『お

と
う

さ

ん

の
た

ば

こ
』
(七
九
)
、

『
み

か
づ
き

ち

ゃ
ん
う

ま

れ
た

よ
』
(
八

四
)
。
童

話

の
文

と
絵

に
、

『
大
き

い
た

ね
と
小

さ
な

た
ね
』
(
七

九
)
、

『
お

か
あ

さ
ん

が

い

っ
ぱ

い
』
(
八

一
)
、

『
お
は
よ

う

ど
う

わ
』
(八
二
)
な

ど
。
絵

は
黒

い
ふ
ち

く
く

り

で
、
漫

画
的
な

童
画

。

文

は
読

ん

で
聞

か
せ

て
も
ら

っ
て
わ
か

る
や
さ

し

い
文

体

が
特

徴

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(井
上
共
子
)

　
東

　

草
水

認

れ
い　

一
八
八
二
～

一
九

一
六
(明
15
～
大
5
)

詩

人
。
本
名

俊
造

。
愛

媛

県
温
泉

郡
南

吉
井

村

(現
重
信
町
)
に
生

ま

れ
、
松

山
中

学

よ
り

早
稲

田
大
学

英
文

科

に
学

ぶ
。
卒

業
後

、

　実
業

之

日
本

社
を

・王
舞

台

に
多
彩

な
文
筆

活
動
を

す

る
。

ア

ン

ソ

ロ
ジ
i

『
青
海

波
』

(
一
九
〇
五
)
に

『
秘

め
恋

』
(
〇
五
)
な

ど

を

発
表

。
主

に
抒

情
詩

を
書

く
。

な
お
、

少
年

小
説

『
夏

や
す

み
』
(
二

)
で
、
一
少
年

の
休

暇
生

活
を
詩

的

で

ユ
ー

モ
ラ

ス
な

タ

ッ
チ

で
描

き
、

ご
く

平
几

な
子

ど
も
像

を
創
造

す

る
先
駆

を

成

し
た

。
翻

訳

に
も
関

心
を
も

ち

、
『
翻
訳

の
仕
方

と
名

家

翻
訳

振

』
(
一
六
)
は
、
誤
訳

と
歪
曲

の
多

い
当
時

の
翻
訳

状
況

を
批

判

し

た
貴

重
な

論
集

。
彼

自
身

、
島

田
元
麿

と

の
共
訳

で

『青

い

鳥

』

(
二
四
)
な

ど
を

出
す

。　

　

　

　

　

　

　

　

　

(原
　

　
昌
)

　
東

基
吉

泌
蛇

ち

　
　

　
　
　

　
　

　

　
光

の
子

留

り

キ
リ

ス
ト
教

児
童

文
学

の
月

刊
誌

。

一
九
三

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

二
年

(昭
7
)
一
〇
月

～
三

九
年

(昭
14
)
四
月
。
新

生
堂

発
行
。
上

沢
謙

二
編

集
。
こ

の
種

の
児

童
誌

で
は
長

期

に
及

ん
だ
。
光

(
冂

キ
リ

ス
ト
)
を

見

あ

げ

光

の
子

ど
も

と

な

る

こ
と

を

願

っ
て
編

ま

れ
た
伝

道

誌

で
あ

る

が
、
創

作
、

詩
、

児
童

文
学

論
、

聖
書

　
　

　

　

研
究

、
聖

書
物

語
、

子

ど
も
劇

な

ど
幅
広

い
ジ

ャ

ン
ル
の
も

の

が
盛

り

込
ま

れ

て

い
る
。

三

三
年

か
ら
上

沢
謙

二

の
主
管

す

る

　基
督
教
童
話
協
会
の
月
刊
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
以
後
同
協
会
の
会
員
た
ち
が
主
と
し
て
寄
稿
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(大
久
保
み
ど
り
)

　
光
の
子
供

認
翻
の

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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樋

ロ

一
葉

認

抽
つ
　

一
八
七
二
～
九
六

(明
5
～
明
29
)
　

小
説

家

、
歌

人
。
本
名

な

つ
(奈
津
)
、
夏

子
と
も
書

い
た
。
東
京

都

に

生
ま
れ

、
武

士

の
娘

と

し

て
育

て
ら
れ
、

一
八
八

六
年
中

島
歌

　
　

は
ぎ
　
　
　や

子

の
萩

の
舎

に
入

門
し
和

歌

や
古
典

を
学

ん

だ
。
九

一
年

東
京

　
　

　
　

　
　
　

　

な
か
ら
い
と
う
す
い

朝

日
新

聞
小

説
記
者

半
井

桃
水

の
指

導
を

受

け
小

説
を
書

く
よ

う

に
な

り
、

処
女
作

『
闇
桜
』
(
一
八
九
二
)
を
発

表

し
た

が
、
師

弟

恋
愛

の
醜

聞

の
た
め

に
決
別

に
至

る
。

『う

も
れ
木

』
(九
二
)

を

発
表

し
、

「
文
学

界
」
同

人

と
交
流

し

は
じ

め
た

こ
ろ
、
樋

口

家

は
生

計

が
ひ
ど
く

逼
迫

し
、

下

谷
区
龍

泉
寺

町

に
移

り
住
む

が
、

そ

こ
で
吉
原
遊

女

の
悲
哀

を
実

感

し
た

一
葉

の
文
学

は
大

き

な
飛

躍
を

遂
げ

る

こ
と

に
な

る
。

晩
年

の

一
年

に
相

つ
い
で

『
大

つ
ご
も

り
』

『
に

ご
り
え

』

『十

三
夜

』

『
わ

か
れ
道
』

『た

け
く
ら

べ
』

を
発
表

、

子
ど
も

の
世
界
を

詩
情

豊

か
に
描

い
た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

『
た
け

く
ら

べ
』

は
、
森

鴎
外

ら

の
絶
賛

を
得

て

=
某
の
名
を

不
朽

の
も

の
と
し

た
。

し
か

し
、
九

六
年

『わ

れ

か
ら
』
発

表
、

『
う
ら

む
ら

さ
き
』

未
完

の
ま

ま
、

二

五
歳

の
短

い
生
涯

を
閉

じ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(遠
藤
は
る
美
)

　
樋

ロ
勘
次
郎

偲
麓

ろ
う
　

一
八
七

一
～

一
九

一
七
(明
4
～
大
6
)

教
育

者
。

長
野

県
諏

訪

に
生
ま

れ
、
地

元

の
小
学

校

訓
導
を

経

て

一
八
九

五
年

東
京

高
師

卒
業
。

卒
業

後
、

同
校

附
属

小

・
中

学

校

教
官

と
な

り
、

「
教

師

の
友

」
主
筆

、

「
教
育

学
術

界
」

の

編
集

に
携

わ

る
。

『統

合

主
義
新

教
授

法
』
(
一
八
九
九
)
で
、

当

時
支

配
的

で
あ

っ
た

ヘ
ル

バ
ル
ト
教
育
学

の

「管

理
」

説
を

批

判
し

、

子
ど
も

の

「
自
発

的
活
動

」
を

重
視

す

る
活
動

主
義

を

主
張

す

る
。

そ
れ

は
ア

メ
リ

カ

の
パ
ー
カ
ー

の
理
論

か
ら
影

響

さ
れ

て

い
る
と

い
わ

れ

て

い
る
が
、
彼

は
作

文
科

に

お

い
て
子

ど

も

の
自

発

的

活
動

と
自

由

発

表

の
価

値

を

実

践

し

て

い

っ

　

　
　

　
　

　

た
。

そ

し
て
蘆

田
恵

之
助

を

は
じ
め

の
ち

の
綴
方

教
師

た
ち

の

実
践

に
影

響
を

与
え

た
。

一
九

〇
〇
年

英
仏

両
国

に
三

年
間

の

留
学

。
帰

朝
後

、
個

人
主

義

の
立
場
を

超
え

、
国

家
・王
義

に
基

づ
く

社
会

主
義

と

し
て
、

国
家

社
会
主
義

教
育

を

主
張

す

る
。

〇
六

年

に
大

日
本
教

育
団

結
成

に
参
加

、
帝
国

教
育

会

の
理
事

。

そ

の
後
、
政
治
家

と

し

て
身

を
立

て
る
志

を
も

つ
が
失

敗
す

る
。

児
童

文
学

の
面

で

は
、
平

が
な

表
記

の
『
修
身

童

話
』
六
巻

(
一
八

九
九
～

一
九
〇
〇
)
を

著

し
、
日
本
昔

話

と

グ

リ

ム
童

話

を

教

材

化
し

、

そ

の
教

育
的

価
値

を
主

張
し
た
。

こ
れ

は
ド
イ

ツ
の

ヘ

ル
バ

ル
ト
学

派

が
グ

リ

ム
童
話
を

教
材

化
し

て

い
る

こ
と

に
示

唆

を

得
た

も

の
で
あ

っ
た

。
国

語
教
科
書

に
文
学
教

材

を
取

り

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

入
れ

る
最

初

の
運
動

を
起

こ
し
、

樋

口

一
葉

に
執
筆

を

依
嘱

し

た

が

=
茱
の
病

歿

に
よ

っ
て
志
を

得
な

か

っ
た
。
　

(上
野
浩
道
)

　

樋

ロ
紅

陽

繋

妨
う
　

一
八
八
九
～
歿
年
不
詳

(明
22
～
?
)

作

家

、

口
演

童
話

家
。

本
名

紋
太
。

福
岡

県

に
生
ま

れ
る
。

少

年

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒ シ ヨツ フ

時
代

に
久

留
米

市

で
印
刷

工
と

し

て
働

い
た
後
、

文
学
を

志

し

て
上

京
、

硯
友

社

に
か
か

わ
り

を
も

っ
た
時

期
も

あ

る
が
、

一

九

二
〇
年

代

か
ら
私

設

の

「
日
本

お

伽
学
校

」
を

創
立

し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

ロ
演

童
話

や
児

童
劇

、
各

種
児
童

読

み
物

な
ど
を

中
心

に
精
力

的
な

著
述

活
動

を
行
う

。

『瞳
舗

ひ
ば

り

の
歌
』

(
一
九
二
二
)
、

興
女
A云女

学

校
劇

実
演

脚

本
集

』

(二
四
)
な

ど
青

少
年

対
象

の

脚
本

集
を

数
多

く
刊

行
す

る
な

ど
、
広

い
分
野

に
わ
た

る
著
述

が
あ

る

が
、

ほ
か

へ
の
影
響

力
を

も

つ
仕
事

は
少

な

か

っ
た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(冨
田
博
之
)

　
ピ

ゲ

　

ァ
リ

ス

〉
=
o
Φ
℃
凶σq
¢
簿

一
九

〇

一
～
　

フ
ラ

ン
ス

の
児

童
文
学

作
家

。

パ
リ

で
法
律

と

社
会
学

を
学

び
、
常

に
新

教
育

に
関

心
を

も

っ
て
子
育

て
に
当

た
る
。
一
九

二
八
年

以
来
、

雑
誌

に
児

童
書

や
教
育

の
記

事
を

書
き

、

小
村

で
教
師

の
体
験

も
す

る
。

『
幸

せ
を
よ

ぶ
小

さ
な

庭
』

(
一
九
四
五

)

で
ジ

ュ
ネ

ス
賞

を
と

り
、

著
述

に
専
念

。

一
七

世
紀

の
少
年

労
働
者

ト

ニ

オ
三

部
作

『
§

ミ
9

隷
鏨

ミ
曹

ミ

ト

ニ
オ

・
ル

・
ブ

ー
リ

ガ

ン
』

(六
四
)
、

『
§

ミ
o

ミ

駐

ぎ

曾

ミ
§

ト

ニ
オ

と

ト

ラ

ブ

ー

ル
た

ち
』
(六
七
)
、

『
§

ミ
9
ミ

ぎ

ミ

ミ
怨

ト

ニ
オ
と
自

・王
権

』
(
七
〇
)
も
受

賞
。

『卜
亀
魯

ミ
ミ
恕
ミ

§

肉
ミ

ロ
イ
嬢
』

(七
〇
)
や

『
§

§

恥
織
ご
癢

嵐

の
時
代

』

(
七
〇
)
な

ど
歴
史

作
家
と
し
て
の
評
価
は
高
い
。　
　
　
　
　
　
　

(末
松
氷
海
子
)

　
飛
行
少
年

認
絹
し
ょ　

一
九

一
五
年
(大
4
)
一
月
、
日
本
飛
行

研
究
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
。
第

一
次
世
界
大
戦
の
世
相

を
背
景
に
、
軍
事
冒
険
小
説
や
飛
行
機
の
活
躍
す
る
物
語
な
ど

　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　

が
掲
載

さ
れ

た
。

宮
崎

一
雨

、
武

田
桜
桃

ら

が
執
筆

し

た
が
、

作

品

は
緊
密

さ
を

欠
き

、

み
る

べ
き
も

の
は
少
な

い
。

終
刊

は

未

詳
。

な

お
、
三

五
年

一
月

に
大

日
本

飛
行

少
年

団
、

四

一
年

九

月

に
大

日
本
飛

行
協

会

か
ら
復

刊
さ

れ
た

「
空

の
健

児
」
が
、

四
二
年

九
月

か
ら

改
題

さ

れ
て

「
飛
行

少
年

」
と

な
り

、

い
ず

れ

も
月

刊
誌

と
し

て

刊
行

さ
れ

て

い
る
。　

　

　

　

(
二
上
洋

一
)

　

土

方

重

巳

ω
器

た
　

一
九

一
五
～

一
九
八
六
(大

4
～
昭
61
)

画

家
、

デ

ザ
イ
ナ

ー
。

兵
庫

県
御

影

に
生
ま

れ

る
。
父

は

日
本

郵

船
社

員
。
成

城
学

園
、
開
成

中
学

を
経

て
帝

国
美
術

学
校

(現

武
蔵
野
美
術
大
学
)
に
入
り

、

そ
こ

が
分
裂

し

て
生
ま

れ
た

多
摩

美

術
大
学

を

卒
業

。

一
九

三
八
年

か
ら

四

八
年
ま

で
東
京

に
勤

務

し

て
宣
伝

美
術

を

担
当
、

の
ち

フ
リ
ー

の
デ

ザ
イ
ナ

ー
と

し

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

て
演
劇

・
映

画

の
ポ

ス
タ

ー
な

ど

で
優

れ
た

仕
事

を
す

る
。
飯

沢

匡

と

の

コ

ン
ビ

で

N

H

K

テ

レ
ビ

の

『
プ
ー

フ
ー

ウ
i
』

『
ダ

ッ
ト
く

ん
』
な
ど

の
人

形

デ
ザ
イ

ン
を

担
当
、

『
ト

ッ
パ

ン

の
人
形

絵
本

』
な

ど

数
多
く

の
絵

本
を

つ
く

り
、

童
画
家

と

し

て
も
広

く
活

躍

し
た
。

生
前

の
仕
事

の
ほ

ぼ
全
容

を
自

伝
的

に

ま

と

め
た

『
土
方

重

巳

・
造

形

の
世
界
』

(
一
九
七
八
)
が
あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(冨
田
博
之
)

　

ビ

シ

ョ
ッ
プ

　

ク

レ
ア

・
H

Ω

鉱
器

=
°
しd
圃ω
ゴ
8

　
生
歿
年

不

詳
。

フ
ラ

ン
ス
生

ま
れ

の
ア
メ
リ

カ
人
作

家
、

詩
人
。

一
九

二
四
年

に

フ
ラ

ン
ス
最
初

の
子
供

図
書

館
創

設
時

の
館

長
。

そ

の
後

ア
メ

リ
カ

の
市

民
権
を

取

り
、

ア

メ
リ
カ
人

と
結

婚
。

三

八
年

に
出
版

し

た
代

表
作

『
シ
ナ

の
五
人
き

ょ
う

だ

い
』

は
、

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒセ ツ ト

は
じ

め
子
ど
も

た
ち

に
語

り
聞

か
せ

た
も

の
が
評
判

に
な

り
、

本

に
し
た
も

の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(酒
井
邦
秀
)

　
ビ

セ

ッ
ト

ド
ナ

ル
ド

∪
8

巴
O
じU
凶ω
ω
Φ
什

一
九

一
〇
～

イ

ギ
リ

ス

の
児
童

文
学
作

家
、

挿
絵

画
家

。

フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン

・
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
子
と
し

て

ロ
ン
ド

ン
に
生
ま

れ

る
。

ロ
イ

ヤ

ル

・

シ

ェ
ー

ク

ス
ピ
ア

・
カ

ン
パ

ニ
ー
や

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
シ
ア
タ
ー

や

テ

レ
ビ

に
俳
優

と

し

て
活
躍
す

る

一
方

で
、
『
寒

蕁
恥
ミ

ミ

匙

書

＼

ト

ラ

と

語

る

』

(
一
九

六

七

)
、

『
寒

Q
諠
§

§

ミ

蕊
・・
旦

ミ
§

魯

b
ミ
審

マ
ン
デ

イ

・
ダ

ッ
ク

の
冒
険

』

(
七
四
)
な

ど
、

五
〇

冊
近

い
児
童
文

学
作

品
を
書

き

、

そ

の
多

く

に

ユ
ー

モ
ラ

ス
な
線

描
画

で
挿
絵

を
描

い
て

い
る

。
子

ど
も

の
た
め

の
ボ

ス

タ

ー
も

多
数

手
が

け
て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

(吉
田
新

=

　
日

古
同
紅

椿

灘
旋
肋
ん
　

一
九
〇
四

～
八
六

(明
37
～
昭
61
)
　

童
謡

詩
人
。

本
名

捷

一
。

鹿
児
島

県

生
ま

れ
。

台

北
商
業

卒
。

台
中

市

で
日
高

児
童
楽
園

を
組

織
し

、
童

謡
劇

の
研

究

・
実
演

に
力

　
　
　

　
　

　　
　　　　
　　　　
　　　
　　　　　
　　　　
　　　

を
注

い
だ
。

「
赤

い
鳥

」

「
金

の
星
」

「
童

話
」

に
童

謡
を
投

稿

、

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

一
九

二
三
年

こ
ろ

か
ら

野
口
雨
情

に
私
淑

し

て
童
謡

の
創

作

に

励

み
、
童

謡
誌

「
し

ゃ
ぼ
ん
玉

」

に
も
参

加

し
た
。

七

〇
年

に

帰
国

し
た

の
ち
も
精

力
的

に
童

謡

の
創
作

を
続

け

て

い
る
。
童

謡
集

に

『
厩

の
お
馬
』
、

『
ア

ロ
ー

ハ
』

(八
〇
)
、

『
ひ
と

つ
星
』

(八
三
)
な
ど

が
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(畑
中
圭

=

　
ピ

ー
タ

ー
・
パ

ー
レ
ー

i
↓

グ

ッ
ド

リ

ッ
チ
、

サ

ミ

ュ
エ
ル

　
ピ

ー
ト

　
ビ

ル

じd
≡

℃
Φ
簿

一
九

一
五

～
　

ア
メ

リ

カ

の
絵

本
作

家
。
幼

時
か
ら

の
動

物
好

き
と

、
二
七
年

間

デ

ィ
ズ

ニ
ー

・

プ

ロ
で
ア

ニ
メ
映

画
製

作

に
携
わ

っ
た

体
験
を

生

か
し

て
、
動

物

・
乗

り
物

を
主

人
公

に
し

た
物

語
絵
本

を

数
多
く

発
表

し

て

い
る
。

『
ひ
と
り

ぽ

っ
ち

の
で
か

ウ
サ
ギ

』
(
一
九
六

一
)
に
代

表

さ
れ

る
よ
う

に
息

を

つ
か
さ

ぬ

ス
ト
ー

リ
ー

の
展

開
と

ア

ニ
メ

風
イ

ラ

ス
ト

に
よ

っ
て
、
読

者

の
心
を
捉

え

て
離

さ
な

い
点

は

"
イ

ラ

ス
ト

を
描

く
作

家

で
は
な

く
、
物

語

を

つ
く

る
イ

ラ

ス

ト

レ
ー
タ

ー
"

の
自
負

を
裏

づ

け
た
も

の
と

い
え

よ
う
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(金
平
聖
之
助
)

　

火

野

葦

平

鶴

へ
い
　

一
九
〇
七
～
六
〇

(明
40
～
昭
35
)　

小

説
家
。

北
九

州
市

若
松

に
生

ま
れ

る
。
本

名

玉
井

勝
則
。

早

稲

田
第

一
高
等

学
院

在
学

中

の

一
九

二
五
年

、
童

話
集

『首

を
売

る
店
』
を
自
費

出

版
。

「
学
友

会
雑

誌
」
に

メ

ル

ヘ
ン
風
小

説

『
猫

を
拵

え
る

話
』
を

投
稿

。

翌
年
早

稲

田
大

学

英
文

科
入
学

。

同

人
誌

「
街
」

に
玉

井

雅
夫

の
筆
名

で

『
狂
人

』
を

、

二
七
年

、

同
人

誌

「聖

杯
」

に
鈴

木
美

智

子

の
筆

名

で
詩

を

発
表
。

翌

年

早
大

退
学
、

父

の
跡
を

継

い
で
沖

仲
仕

「
玉

井
組

」

の
親

分

と

な
り

、
沖
仲

仕
労

働

組
合
を

結
成

、

ス
ト

ラ
イ
キ

を
指
導

し

た

り
す

る
。

三
七
年

、
出

征
直

前

に
詩
集

『
山
上

軍

艦
』
を

出
版

、

翌
年

『糞

尿
譚

』
で
芥
川

賞
受
賞

。

『
麦
と

兵
隊

』
(三
八
)
な

ど

で
兵

隊
作
家

の
異
名
も

あ

る
が
、

戦
後

は

『
杏
花

』

『名

探
偵

』

『昇

天
記
』
(共
に
四
六
)
な

ど
河
童

も

の
を
書

き

、
河
童
短

編
集

『石

と
釘
』
(四
七
)
出
版

。
「
新
し

い
民

話

の
楽

し

さ
」
(伊
藤
整
)

「
諷

刺
的
空

想

世
界
」
(野
田
宇
太
郎
)
な

ど
と
評

さ

れ
た
。
清

水

崑
挿

絵
入

り

の

『
河
童

』

(四
九
)
は
、
河

童

画
家

誕

生

に

一
役

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒメ ネ ス

買

っ
た
、

児
童

文
学

の
仕
事

と

し
て

は
『
少

国
民
大

東
亜

戦
記

』

シ
リ

ー
ズ

の
中

の

一
冊
と

し
て

『
へ
い
た

い
の
う

た

』
(四
三
)
、

ま

た

第

二
次
大

戦
中

に
派
遣

さ
れ

て

い
た

フ
ィ
リ

ピ

ン

の
民

話

を

再

話
し

た

『比
島

民
譚

集
』

(四
五
)
の
ほ
か
、

『
麦
と

兵
隊
』

の
少

年
版

も
あ

る
。　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(中
村
青
史
)

　

檜

　

健

次

騁
確

　

一
九

〇

八
～
八
三

(明

41
～
昭

58
)

舞

踊

家

。

徳
島

市

に
生
ま

れ
る
。

日
本

舞

踊
家

だ

っ
た

母
親

の
影
響

に
よ

っ
て
幼
少

時

か
ら
舞

踊

の
訓
練
を

受

け
、
石

井
漠

や
来

日

の
サ
カ

ロ
フ
夫

妻

の
舞
踊
、

藤
間

喜
与

恵

の
串
本

踊
な

ど

に
啓

示
を

受

け

て
、
日
本

の
伝
統

を

生
か

し
た

創
作
舞

踊

に
新
し

い

境
地

を

開

い
た
。

一
九
三

七
年

に

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
で
開

か
れ

た

国
際

舞

踊

コ

ン
テ
ス
ト

で
高

い
評
価

を
受

け

る
。

子

ど
も

の
舞

踊
教

育

に
も

独
創
的

な
取

り
組

み
を

し
、
『
童
踊
教

本

』
(
一
九
三

五
)
の
名
著

が
あ

る
。

ほ
か

に

『舞

踊
論

ノ
ー

ト
』
(
四
八
)
な

ど

の
著

書

も
あ

る
。
弟

子

に
、
国

際
的

に
知

ら
れ

る
児
童

劇

の
演

出
家

関
矢

幸

雄

が

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(冨
田
博
之
)

　

日

野

多

香

子

嬲

こ
　

一
九
三

七
～
　

(昭

12
～
　
)

児
童

文

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

学
作

家
。
東
京

生
ま

れ
。
東
京

学
芸

大
学

卒
業
。
日
本

童
話

会
、

同
人

誌

「
だ

・
か

ぽ
」
を
経

て
、

一
九
六
九

年

『
風

の
花
そ

の
』

で
講

談

社
児

童
文
学

新
人

賞

の
佳
作

に

入
選
。

こ
れ
を

書
き

改

め

た

『
こ
こ
に
空

が
あ

る
』
(
一
九
七

一
)
で
デ

ビ

ュ
ー
。

主
な

作

品

に

『闇

と
光

の
中

』
(七
六
)
、

『プ

ラ

ウ
プ

ト
リ

の
海

が
見
え

る

』
(七
九
)
な

ど
が
あ

り
、
い
ず

れ
も

不
幸

を
乗

り
越

え

て
生
き

る

子

ど

も

た
ち

の
姿

を

誠

実

に
描

い
て

い
る
。

ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
作

品
も
多

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(西
本
鶏
介
)

　
B

・
B

I
↓

ワ
ト

キ

ン
ズ

ーー
ピ

ッ
チ

フ

ォ
ー

ド

　
ひ
ま

わ

り
　

少
女

の
た

め

の
月
刊
雑

誌
。

第

二
次

世

界
大

戦

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

敗
戦

ま
も

な
く

、
抒
情

画
家

中
原

淳

一
に
率

い
ら

れ

る
ひ
ま

わ

り
社

よ
り

刊
行

さ
れ

て

い
た
季

刊
女
性

雑
誌

「
そ
れ

い
ゆ
」

に

つ
い
で
、

同
社

よ
り

一
九

四

七
年

(昭
22
)
一
月

創
刊

。

五

二
年

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ
　　　
　　　
　　
　　　　

(昭
27
)
一
二
月
廃

刊

に
な

る
ま

で
六
七

冊
あ

る
。
川
端

康
成

、
北

　
　

　

　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　
　

条
誠

、
大

田
洋

子
ら

の
少

女
小

説
や
、

蕗

谷
虹
児

、
高

井
貞

二

　
　

　

ら

の
抒
情

画

が
特

色

で
あ

っ
た
。

敗
戦

に

よ

っ
て
、
方

向
を

見

失

い
、
す

べ
て
に
貧

困

で
夢
を

失

っ
て

い
た
女
性

や
少

女

た
ち

に
美

し
さ

と
夢

と
上

品
な

笑

い
を
通

し

て
、
そ

の
生
き

方

を
啓

蒙
し

て

い
る
。

中
原

淳

一
の
描

く
表

紙

が
全
巻
を

飾

り
少

女

の

心
を

魅
了

し

た
。

八
五
年

に
部

分
的

に
復
刻

さ

れ
、

ま
た

八

七

年
よ

り
全

冊

の
復
刻

が
成

さ

れ

つ

つ
あ
る
。
　

　

(浜
田
け
い
子
)

　

ヒ
メ

ネ

ス
　

フ
ワ

ン

・
ラ

モ

ン

}
§

コ

幻
①
§
8

旨
ヨ
曾

Φ
N

一
八
八

一
～

一
九
五
八
　

ス
ペ
イ

ン
の
詩
人

。
ス

ペ
イ

ン
南

部

ア

ン
ダ

ル
シ

ア

の

モ

ゲ
ー

ル

の
生

ま

れ
。

一
九

歳

の
時

に

マ
ド

リ

ー
ド

に

出
、

新

し

い
ス

ペ
イ

ン

の
近

代

詩

運

動

の
中

心

と

な

っ
て

い
た

ル
ベ

ン

・
ダ
ー

リ
オ

に
誘
わ

れ

て
、
詩

作

の
活
動

に
入

っ
た
。

『毎
N§
毳

譜

ミ
◎
貯
ミ

す

み

れ

の
心

』
『
」≦
ミ
鮒毯

す

い
れ

ん
』
(
以
上

一
九
〇
〇
)
な
ど

は
、

そ

の
初

期

の
詩
集

で
あ

る
。

し

か
し

、
ヒ

メ
ネ

ス
が
児
童
文

学
と

の
関

係

に
お

い
て
論

じ

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
、

彼

の
最

も
優

れ

た
散
文

詩

と

い
わ
れ

る

『
プ

ラ
テ
ー

ロ
と

わ

た

し
』

(
一
四
)
に
よ

っ
て
で

あ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒ ヤ ク ニ ンイ

る
。

生

ま
れ
故

郷

の
モ
ゲ

ー

ル

の
四
季

を

背
景

に
、

プ

ラ
テ
ー

ロ
と

い
う

一
頭

の
ろ

ば

の

一
生
を

縦

糸

に
し

て
組

み
立

て
ら
れ

た

こ
の
作

品

は
、
そ

の
序

文

「
こ

の
、
子

ど
も

の
た

め

の
本

を

読

む
大

人

へ
の
お
願

い
」

に
書

か
れ

て

い
る
よ
う

に
、
極
度

に

感
傷

を

排
除

し
た
透
徹

し

た
作

風

は
、
児

童
文
学

に
と

っ
て
も

貴

重
な

も

の
で
あ

る
。
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

百
人

一
首

聡

疑

ん

和
歌

の
選
集

に
し

て
遊
具

名

の

一
つ
。

藤

原
定
家

が
小
倉

山

の
山

荘

で

一
〇

〇
人

の
和

歌
を

選
出

し
た

「
小
倉

百
人

一
首
」

が
代

表
的

な
も

の
。

の
ち

読

み
札
と

採
り

札

の
あ

る
遊

具
と

し
て
上

層
階

層
家

庭

の

「歌

が

る
た
」

と
な

り
、

し
だ

い
に
庶

民
家

庭

に
も

及

ん
で
、

児
童

・
少

年
少

女

の

文

学
的

教
育

の
第

一
歩

の
役
を

果
た

し

た
。
少

年
少

女
期

の
「
か

る
た

と
り
」

や
、

「
坊
主

め
く

り
」

「
銀
行

遊

び
」
な

ど

に
用

い

ら
れ
遊

具
性

を
も
帯

び

て
、
低

年
齢

の

「
い
ろ
は

が
る
た

」
と

と
も

に
伝
統

的
な
室

内
遊

具

と
し

て
普
及

し

て
き

た
。
第

二
次

大

戦
中

は
、

恋
愛
歌

が
多

い
た
め
、

別

に

「愛

国
百

人

一
首
」

が
選

出
さ
れ

た

が
普

及

し
な

か

っ
た
。　
　

　

　
　

(滑
川
道
夫
)

　

比

喩

ひ
ゆ

文
学

的

表
現

に

お

い
て
イ

メ
ー

ジ
を

利

用

し

て
、
あ

る
も

の
ご
と
を
別

の
も

の
ご
と

に
な

ぞ
ら

え

て
効

果
を

あ
げ

る

表
現

方
法
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
伝

統

的
修

辞
学

島

Φ
8
「
凶o

で

は
、
言

語
表
現

の
技
術

を
扱

う
修

辞
部

門

の
中

に

〈
こ
と
ば

の
あ

や
〉
鵠
σq
霞
Φ
ω
o
h
ωb
Φ
Φ
o
げ
が
数

多
く

分

類
さ

れ

て

い
る
。

中

で
も

比
喩

は
、

平
凡
な

表

現
を
彩

る
効

果

的
な
装

飾

の
技
法

と
し

て
重
要

な
役

目
を
も

っ
て

い
る
。
主

要

な
比
喩

に
は
、
直

喩

、
隠

喩
、

換
喩

、

提
喩
、

風
喩

な
ど

の
種
類

が
あ

る
。

ω
直

喩

　
ω
凶自

δ
　

〈
A

は
B

の
よ
う

だ
〉
と

A
を
表

現
す

る

の
に
異

種

の
B
と

の
類
似

性

を
も

っ
て
す

る
も

の
。
〈
こ

の
出
会

い
は
夢

の
よ
う

だ

〉
〈
雪

の
よ
う

に
白

い
〉
②

隠
喩

　
ヨ
Φ
8
9

0
『
　
A

を

表

現
す

る

の
に
そ

れ
と
類

似

し
た
異

種

の
B
を

も

っ
て
す

る

も

の
。

〈
人

生

は
旅

だ
〉
〈
真

珠

の
涙
〉

㈹
換
喩

　
ヨ
Φ
8
身

ヨ
賓

A
を

表
現
す

る

の
に
、
類
似

と

は
関
係

な
く

現
実

的
な

隣
接

関

係

に
あ
る

も

の

の
名

称
を
も

っ
て
す

る
も

の
。
〈
宅

は
酒

を
た

し

な

み
ま

せ
ん
〉

〈
黒
帯

〉

ω

提
喩

　
ω旨

Φ
o
α
o
o
げ
Φ
　
概
念

的

な

全
体

と
部

分

の
関
係

に
基

づ
く
比

喩
。
〈
人

は
パ

ン

の
み
に

て
生

く

る

に
あ

ら
ず

〉
の
パ

ン
は
食
物

を
表
す

提
喩

。
㈲
風

喩
　

巴
一?

σq
o
曙

　
人

間

社

会

を
動

物

社

会

に

み
た

て

た

り

し

て
寓

意

的

に
風

刺
を

語

る
表
現

。
比
喩

を
単

な

る
装
飾

的
表

現
と

み

る

の

で
な

く
、
言

語

認
識

の
新

し

い
方

法
と

み
る
言

語
学

者
も

い
る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(石
沢
小
枝
子
)

　

ビ

ュ
ウ

ィ
ッ
ク

ト

マ
ス

目
ゴ
o
ヨ
霧

じu
Φ
三

〇
吋

一
七

五
三

～

一
八
二
八
　

イ

ギ

リ

ス
の
木

版
師

、
挿

絵

画
家

、
ナ
チ

ュ
ラ
リ

ス
ト

。

ニ

ュ
ー
カ

ッ
ス
ル

の
農
家

に
生

ま
れ

、
生

涯

そ

の
地

の

自
然

と
人

々
の
生
活

を
愛

し
た
。

彫
り

師

の
徒
弟
修

業

か
ら

、

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

こ
ぐ
ち

一
八
世
紀
末

に
従
来

の
板

目
木
版

と

は
違
う

木

口
木
版

で
金

属

版

に
対
抗

で
き

る
木

版
術

を
開
発

し
、

一
九

世
紀

の
挿

絵
文

化

を
決

定

づ
け
た

。
自

然
観

察

に
基

づ
く

『
§

む
遂

9

b口
丶
ミ
簿

し口
凡ミ
鋸
イ

ギ

リ

ス
鳥

類
誌

』
二
巻

(
一
七
九
七
、

一
八
〇
四
)
や

庶

　

　
　
　

　
　

　

　

民
生

活
を

描

い
た

一
枚
絵

の
物
語

絵

は
今

日
ま

で
彼
を

凌
駕

し

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒユ ー リマ ン

た
者

が

い
な

い
ほ

ど

の
傑

作
。　

　

　
　

　

　

　
　

(吉
田
新

一
)

　

ヒ

ュ
ー
ズ

　

テ

ッ
ド
　
目
Φ
α

団
¢
σq
ゴ
Φ
ω

一
九
三
〇
～
　
イ

ギ

リ

ス

の
桂
冠

詩

人
、

児
童
文

学
作

家
。

こ
と

に
詩

人

と
し

て
有

名

で
、
そ

の
詩

は
数

々

の
賞

を
得

て

い
る
。
児
童

文
学
作

品

『
ア

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

イ

ア

ン
マ

ン
』

(
一
九
六
八
)
は
鉄

を

食

べ
る
巨
人

と

人
間

の
共

存
、

そ

の
巨

人
と

宇
宙

怪
物

と

の
戦

い
を
通

し

て
、

メ

ル

ヘ
ン

風

に
地
球

の
平
和

を
語

っ
て

い
る
。
『
く

じ
ら

が
く

じ
ら

で
あ

る

わ
け

』

で
は

人
間

と
動
物

の
共

存
を

詩
的

な

文
章

で
風
刺

的

に

語

っ
て

い
る
。

ま

た
子

ど
も
を

対
象

と

し
た
詩

の

つ
く
り
方

の

本

も
書

い
て

い
る
。　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(犬
飼
和
雄
)

　

ヒ

ュ
ー
ズ

　

ト

マ
ス
　

↓
ず
o
ヨ
9。
ω

=
¢
σq
げ
Φ
ω

一
八
二
二
～
九

六
　

イ
ギ

リ

ス

の
児

童
文
学

作
家

、
キ

リ

ス
ト
教

社
会
・王
義
者

。

弁
護

士

や
代

議

+
、
教

師
と

し

て
も
活

躍
。

母
校

の
ラ
グ

ビ
ー

校
を

賛
美

し

た

『
ト

ム

・ブ

ラ
ウ

ン
の
学

校

生
活

』
(
一
八
五
七
)

で
学

校

小
説

の
先

駆
を

成
す
。

主

人
公

の
成

長
と

と
も

に
校
長

の
ト

マ
ス

・
ア
ー

ノ

ル
ド

の
教

育

理
念
を

描

い
た

こ

の
小

説
は

ベ
ス
ト

セ
ラ

ー
と
な

っ
た

。
続

編

に

『
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド

の

ト

ム

・
ブ

ラ
ウ

ン
』

(六

一
)
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

(早
川
敦
子
)

　

ヒ

ュ
ー
ズ

　

リ

チ

ャ
ー
ド

衷

o
ず
碧

山

=
⊆
σq
ゴ
Φ
ω

一
九

〇

〇

～
七
六
　

イ

ギ

リ

ス
の
小
説
家

、
劇

作
家

、
詩

人
、
児
童

文
学
作

家
。

演
劇

畑

で
活

躍

し
て

い
た
著

者

が
、

は
じ
め

て
文
壇

で
高

い
評

価
を

得

た
作

品

は

『
ジ

ャ

マ
イ

カ

の
烈

風
』
(
一
九
二
九
)
で

あ

っ
た
。
こ
れ

は
大

人
向

け

の
小
説

で

は
あ

る
が
、
子
ど
も

心

に

対
す

る
観

察
眼

の
鋭

さ

は
抜
群

で
、
機

知

あ

ふ
れ
る
短

編
集

『
ク

モ
の
宮

殿
』

(=
=

)
と

と
も

に
年

長

の
児
童

に
愛

読

さ
れ

て

い

る
。

ほ
か

に
詩
作

、
詩

の
編

集
な

ど
も

行
う
。
　

　

(越
智
道
雄
)

　

ヒ

ュ
ー

ス
ト

ン
　

ジ

ェ
イ

ム
ズ

冨

ヨ
Φ
ω
国
o
⊆
ω
8
鵠

一
九
二

一
～
　

カ
ナ
ダ

の
作
家

、
画
家

。
エ
ス
キ

モ
ー
彫

刻

の
紹
介

で
も

知

ら
れ

る
。

エ
ス
キ

モ
ー
伝

説
を
再

話

し
た
代

表
作

『
エ
ス
キ

モ
ー
少

年

の
冒
険

』

(
一
九
六
五
)
を

は
じ

め
、

エ
ス
キ

モ
ー
を

テ
ー

マ
に
し
た

一
連

の
優

れ

た
リ

ア
リ
ズ

ム

の
作

品

が
あ

る
。

『
搴

Q
剰
§

ミ

叫
§
§

丶

白

い
射

手
』

(六
七
)
は
、
肉

親

の
不

条

理
な
死

に
遭

遇
し

た
主

人
公

の
少
年

が
復

讐

の
機

会
を

ね

ら

う
サ

ス
ペ

ン
ス
に
富

む
作

品
。
ほ

か
に
、
『
郎
ぎ

◎寒

ア

カ
ヴ

ア

ク
』

(
六
六
)
、

『
こ
お
り

つ
い
た
炎

』

(
七
七
)
な

ど
が
あ

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(桂
　
宥
子
)

　

ヒ

ュ
ー
リ

マ

ン
　

ベ

ッ
テ

ィ
ー
ナ

じd
Φ
什鉱
づ
o

国
臼
=
ヨ
鋤
8

一
九
〇
九

～
八
三
　

ス
イ

ス
の
絵
本

研
究

家
、
編
集

者
。
ド
イ

ツ

の
ワ
イ

マ
ー

ル
に
生

ま
れ

る
。

父

は
ブ

レ
ヒ
ト

な
ど

の
作
家

を

世

に
出
し

ド
イ

ツ
出
版

史

に
残

る
グ

ス
タ

フ

・
キ
ー

ペ
ン
ホ
イ

ヤ
ー

、
母

は

ミ

ュ
ー

ラ
i

・
キ

ー

ペ

ン
ホ

イ
ヤ

i
社
を

創
設

し

た
イ

ル
ム
ガ

ル
ト

・
キ

ー

ペ
ン
ホ
イ

ヤ
ー
。

高
校
卒

業
後

編
集

者

を
志

し
本

の
デ
ザ
イ

ン
や
タ
イ

ポ
グ

ラ

フ

ィ
ー
、

印
刷

術
を

修

得
、
ス
イ

ス

の
ア
ト

ラ

ン
テ

ィ
ス
社

の

マ
ル
テ

ィ

ン
・
ヒ

ュ
ー

リ

マ
ン
と
結
婚

し

て
出

版
と

編
集

に
従
事

、

か
た
わ

ら
児

童
書

や
絵

本

の
収
集

と
研

究

に
も
努

め
、
『
子
ど

も

の
本

の
世

界
-

三

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

○
○
年

の
歩
み
』

(
一
九
五
九
)
を

著
す

。
国

際
児
童

図
書

評
議

会

　
　

　

　

設
立

者

レ

ッ
プ

マ
ン
を

助

け

て
戦
後

の
子

ど
も

の
本

の
国
際

交

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ヒユ ル カ ー

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　

流

に
尽
く
す
。

二
度

来

日
。

赤

羽
末
吉

、
中

谷

千
代

子
、
瀬

川

康
男

を
評
価

し
、

日
本

の
絵

本
を

い
ち
早
く

欧
米

に
紹
介

、
ま

た
東

西
間

の
交
流
を

求
め

て

B
I
B

の
発

展

に
も
力

を
尽
く

し

た
。

絵
本

『
テ

ル
の
む
す

ご
』
(六
五
)
、
自

伝

『
七

つ
の
屋

根

の

下

で
』

(
七
六
)
が
訳

さ
れ

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

(松
居

直
)

　

ビ

ュ
ル
ガ

ー
　

ゴ

ッ
ト

フ
リ

ー
ト

　

ア
ウ
グ

ス
ト

　

　
O
o
ヴ

蒔

冨
山

〉
ロ
σq
¢
簿

じU
葺

σq
奠

　

一
七

四
七
～
九

四

ド

イ

ツ

の
作

家
、

翻
訳
家

。

ゲ

ッ
チ

ン
ゲ

ン
大
学

の
講

師
と

し

て
、
疾

風
怒

濤
時

代

に
活
躍
。

彼

の
名
前

は
と
く

に

『
ほ
ら

ふ
き

男
爵

の
冒

険
』
(
一
七
八
六
)
を
書

い
た

こ
と

で
知

ら

れ

て

い
る

が
、
こ
れ

は

ド
イ

ツ
で
出
版
さ

れ
た
断

片
的

な
物

語
を

簡
潔

に
ま

と

め
た
英

語
版

を
、

彼

が
再

び
ド
イ

ツ
訳

に
し

て
、
書

き

加
え

た
も

の
で

あ

る
。

一
九
世
紀

半
ば

よ
り
児

童
向

け

に
も
出

版

さ
れ
、

今
な

お

人
気
を

保

っ
て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

(佐
々
木
田
鶴
子
)

　

ビ

ョ
ル

ン

ソ

ン

ビ

ョ
ル

ン

ス

チ

ェ
ル

ネ

じu
冒
ヨ
ω
什冨
ヨ
Φ

しU
冒
篝
ω
o
昌

一
八
三
二
～

一
九

一
〇
　

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の
作
家

、

ノ

ル
ウ

ェ
ー
国
歌

の
作

詞
者

。

ノ
ー

ベ

ル
文

学
賞

受
賞

。
牧

師

の

子

で
少
年

の
時

か
ら
雄
弁

な
指

導
者

と

し

て
群

を
抜

き

、
や

が

て
首

都

に
出

て
イ

プ

セ

ン
と
知

り
合

っ
た

が
、

彼

の
方

が
年
少

な

の
に
か
か
わ

ら
ず
、
常

に
イ

プ

セ

ン
を

励
ま

し

援
助

し

て
大

成

さ

せ
た
。

一
八
五
六
年

、
自

ら

「
絵

入
り
国

民

新
聞

」
を

つ

く

り
、

こ
れ

に
寄

せ
た

短
編

や

『
日
向

丘

の
少

女

』

『
ア

ル
ネ

』

な

ど

の
山
村
を

背
景

に
し
た
少

年
少

女

の
純
真

素
朴

な
恋

物

語

に
よ

っ
て
全
国

民
を
沸

か
し

て
新
文

壇

の
明
星

と

な

っ
た
。

こ

れ
を
活
動

の
第

一
期
と

し

て
、
第

二
期

は
主

と
し

て

『肉
§
隷

ト

ミ

破
産

』

『手

袋
』

『人

力
以

上
』
な
ど

の
社
会

劇

に
よ

っ
て
劇

を

近
代

化
し

よ
う

と
し

た
時

期
。

第
三

期

は
晩

年

の
よ

り
個
私

的

な
人

道
主
義

に
立

っ
て
、

国
際

舞
台

に
出

て

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

や
ポ

ー
ラ

ン
ド

の
被
圧

迫
民

族

の
た
め

や
、

ド

レ

フ

ユ
ス
事
件

の
た
め

に
奮

闘
し

て

〈
人
道

の
戦

士
〉

と
呼

ば
れ

る

一
方

で
、

作

品

に
も

『
〉
蓐
＼

魯
§

塁

ミ
ミ

餅
ご
ミ
無
蕊
飛

若

い
葡
萄

の
花

咲
く
時

』

『
ミ
貸
垈

マ
リ
イ
』
の
よ

う
な

劇
や

小
説
を

書

い
た
時

期
。
彼

は
単

に
文

学
者

で
な

く
、

政
治

的

に
も
国
を

動

か
す

だ

け

の
人

望

と
勢
力

を
も

ち
、

し

ば
し
ば

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の

〈
無

冠

の
帝
王

〉

と
呼
ば

れ
た

が
、

そ

の
本
質

は
や

は
り
詩

人

で
あ

っ

た
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

(山
室

静
)

　

平

井

晩

村

鷺

か
ん
　

一
八
八
四
～

一
九

一
九
(
明
17
～
大

8
)

民
謡
詩

人
。

本
名

駒
次

郎
。

群
馬

県
前

橋
市

に
生

ま
れ

る
。
桃

井
尋
常

小
学

校
、

厩
橋

高
等

小
学

校
を

経

て
、
前

橋
中
学

校

に

進

み
、

一
九

〇
三

年
、

早
稲

田
大

学
高

師
部

国
漢
科

に
入
学

し

た
。
中

学
時

代

か
ら
校

友
会

雑

誌
や

「
文
庫

」

に
短

歌
を

投
稿

し
は

じ
め
、

や

が
て
金

子
薫

園

の
白
菊

会

に
参
加
す

る

と
と

も

に

「新

声
」

や

「
文
庫

」
な

ど

に
詩

や
民
謡

を
発

表
し

た
。

早

稲
田
大

学
卒

業
後

は
報

知
新

聞

社

に
入
社
し

、
社
会

部

記
者

を

務
め

た
。

一
八
年

、
同

社
を

辞

し
、
文

筆
活
動

に
専

念

し
た
。

詩
や

民
謡
を

は

じ
め
、
武
侠
も

の
、
歴

史
も

の
小

説
、
紀

行
文

、

少
年
少

女

小
説
な

ど
幅

広

い
創
作

活
動

を
展

開
し

て

い
る
。
代

表
的
作

品

に
は
詩

集

『
野
葡

萄
』
(
一
九

一
五
)
、
民

謡
集

『
麦
笛

』

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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(
一
九
)
、

自
己

の
幼

少
時

を
投

影
し

た
少
年

小
説

集

『
涙

の
花
』

(
一
九
)
な

ど

の
ほ

か
、
共
著

民
謡
集

『茶

摘

唄
』
(
一
七
)
が
あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

『
野
葡
萄

』
中

の

一
編
、

『
か

ん
鴉
』
は
童

謡
風

の
作

品

で
、

「
赤

い
鳥

」

以
前

の
も

の
と

し

て
注

目
さ

れ

る
。
児
童

文
学

作
家

平

井
芳

夫

は
そ

の
長
男

。　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(和
田
義
昭
)

　

平

方

久

直

鮒

㌶

　

一
九

〇

四
～
　

(明

37
～
　
)　

児

童

文

学

作
家

。

岐
阜

県
生

ま
れ

。
岐
阜

師
範

卒
。

旅
順

師
範

学
堂

研

究

科
卒

。

一
九

三
七

年
帰

国
。

日
本
女

子
大

附
属

豊

明
小
学
校

　

　
　

ワ
ン

勤

務
。

『王

の
家

』

(
一
九
四
〇
　
文
部
省
推
薦
図
書

)
、

『
北
京

ヘ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ネ

行

く
』

(
四

一
)
の
ほ

か
、

「少

女
倶

楽
部

」
に

『落
花

生

ほ
り
』

(
四
二
.
三
)
、

『
か
う
り

や

ん
畠

』

(四
二
・
七
)な

ど
を

発

表
。
戦

後

帰
郷

。

『
ふ

る
さ
と

の
は

な
し
』
(
六
三
)
で
第

一
回
博
報

堂
賞

受
賞

。

そ

の
ほ

か

『
土
ね

り
三

ね
ん

』
(六
五
)
、

『
カ

ル
チ

ル
物

語
』

(
八
七
)
な

ど
。

長
男

は
児
童

文
学

作
家

平
方

浩
介

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(西
田
良
子
)

　

平

田

晋

策

ω
黎

ー
　

一
九
〇
四
～
三
六
(
明
37
～
昭
11
)

軍
事

評
論

家
、

少
年

文
学

者
。

兵
庫

県
赤

穂

町
に
生
ま

れ

、
竜

野
中

学

を

経

て
早
稲

田
大

学

に
学

び
、
早

大
建

設
者
同

盟

に
参
加

、

一
九

二

一
年

に
暁

民
共
産

党
事
件

に
連
座

し
て
懲

役

八
カ

月
に

処

せ
ら
れ

る
。

転
向

後
仏

教

に
傾

倒

し

『
愚
禿
親
鸞

』

(
一
九
二

六
)
な

ど
を
ま

と

め
た

が
、
さ

ら

に
軍
事

評
論

に
転
じ

『
国
防

の

危

機
』

(
三
〇
)
な
ど

を
出

版
、

『
日
本
も

し
戦

は
ば

!
』

(
三
二
)

　

　
ホ

で

「
少

年
倶

楽
部

」
に
進
出

、

『若

し

日
本

が
敵

の
飛
行
機

に
襲

は

れ
た

ら
』

『私

の
見

て
き

た
支

那

の
陸

海

軍
』
な

ど
を
次

々
に

発

表
す

る
。

少
年

小
説

の
第

一
弾

は

『昭

和
遊

撃
隊

』
(三
四
)
で

あ

る
。

こ

の
長
編

は

八
丈
島

の
南

、
小

笠
原

諸
島

の
北

に
当

た

る
自
然

に

で
き
た
要

塞

の
よ

う
な

碧
海
島

に
潜

む
帝
国

海
軍

の

精

鋭
艦

隊

〈
昭
和

遊
撃

隊
〉

が
活

躍
す

る
未

来
戦

記

で
あ
り

、

作
者

は

軍
事

専
門
家

と

し

て

の
知

識
を
随

所

に
織

り
込

み
な

が

ら
、

国
策

的

な
見
地

か
ら

、
太

平
洋

の
危

機
を

熱

っ
ぽ
く

警

告

し

た
。
「あ

あ
太

平
洋

の
朝

ま

だ
き
、
神
州

を
守

る
く

ろ

鉄

の
う

き
城

は
、

舳

に
白
く

波
を

け

り
、
わ

が
無

敵

の

『富

士
』

は
、

翼
を

ひ

ろ
げ

て
、
凱
旋

の
は
ば

た
き

を
す

る

の
で
あ

る
」
と

い

っ

た
高

調
し

た
文

章
は

、
当

時

の
少
年

層
を

強
く

引
き

つ
け
、
ナ

シ

ョ
ナ
リ

ズ

ム
を

鼓

吹
す

る
も

の
が
あ

っ
た
。

続

い
て
第

二
作

『
新
戦

艦
高

千
穂

』
(
三
五

⊥

二
六
)
を
連

載
し

た
。

し
か

し
、
完

結

直
後

、
衆

議
院

選

に
出
馬

す

る
予
定

で
郷

里

へ
戻

っ
た

と

こ

ろ
で
自

動
車

事
故

に
遭

い
、

最
終

巻
を

見

る
余
裕

も
な

く
急

逝

し

た
。

原
稿

料
と

い
う

の
を

嫌

い
玉
稿

料

と

い
わ

せ

た
あ

た
り

に
も
、

そ

の
性
格

が
分

か

る
。　

　

　
　

　

　

　
　

(尾
崎
秀
樹
)

　

平
多

正

於

鮒

駛
　

一
九

一
八
～
八
五

(大

7
～
昭

60
)

舞

踊

家
。
本

名

林
正

男
。
東
京

生

ま
れ

。

一
九

三

八
年
青

山

師
範
卒

。

ネ児
童

舞

踊

の
斬

新
な

振

付
指
導

で
頭
角

を
あ

ら
わ

し
、

東
京

新

聞
・王
催

の
舞

踊

コ

ン
ク

ー

ル

の
児
童

舞

踊
部

門

で
、

第

一
位

文

部
大

臣
賞

を
受

賞
す

る

こ
と

一
八

回
。

こ

の
記

録

は
、

現
在

ま

で
破

ら
れ

て

い
な

い
。
大

人
と

子

ど
も

に
よ

る
舞
踊

劇
を

開
拓

し
、

『
す

か
ん

ぽ

の
咲

く
頃

』

『泣

い
た
赤

鬼
』

な

ど

の
名

作
を

生
ん

だ
。

『
新

し

い
舞

踊

分
野

の
開
拓

を

め

ざ
し

て
』

(
一
九
七

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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七
)
な

ど

の
著
書

が
あ

る
。
紫

綬
褒

賞
を

受
賞

し

て

い
る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(落
合
聰
三
郎
)

　

平

塚

武

二

舘

D
か
　

一
九
〇
四
～
七

一
(
明
37
～
昭
46
)

児
童

文

学
作

家
。
横
浜
市

生
ま

れ
。
青

山
学

院
高

等

部
英

文
科

卒
業

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ネ

卒

論

の

テ
ー

マ
は
オ

ス
カ
ー

・
ワ
イ

ル
ド
だ

っ
た
。

中

学
生

の

　

　
　

　
　

　
　
ネ

こ
ろ

か
ら
雑

誌

「赤

い
鳥

」
に
親

し
み
、

長

じ
て
作

家

を
志
す

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

一
九

二
九

年
、

二
四
歳

の
時

知
人

の
紹

介

で
鈴
木

三
重

吉
を

知

り
赤

い
鳥

社

に
入
社
す

る

が
、

こ

の
年

「赤

い
鳥

」

は
休

刊
と

　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　ホ

な

る
。
與

田
凖

一
、
豊

田

三
郎

ら
赤

い
鳥

社

の
同
僚

と
と

も

に

同
誌

の
復

刊
準

備

の
仕
事

に
携

わ
る
。
三

一
年

一
月

、
「
赤

い
鳥
」

復

刊
。

同
誌

七
月
号

に
処

女
作

『
魔

法

の
テ
ー

ブ

ル
』
を

発
表
。

こ

の
年

、
鈴
木

三
重

吉
と

の
確

執
も

あ

っ
て
赤

い
鳥

社
を

退
社

。

以

後
、

外
部

に
あ

っ
て
後

期

「
赤

い
鳥
」

誌

上

に

『
Q

』

『犬

』

『
海

に
お
ち

た

ピ
ア
ノ
』

な

ど
計

六

つ
の
作

品
を
書

い
た
。

四

二
年

、
処
女

童

話
集

『
風
と

花

び
ら
』
を

刊

行
。

続

い
て
四

三

年

、

童
話
集

『海

の
ふ
る
さ

と
』

を
出

し
た

が
、

戦
時

下
混

迷

の
時

代

に
執
筆

、
発
表

ま
ま

な

ら
ず
、

四

四
年

九
月

、
静
岡

県

駿
東

郡

足
柄
山

麓

に
疎

開
、

逼
塞

す

る
。

四
五

年
、

終
戦
直

後

　

　
　

　

ホ

の
九
月

、
児
童

文
学
者

協
会

創

立
準
備

会

に
参

加
、

準
備
委

員

と

な

る
。
同
協
会

は

翌
年

三
月

創
立
。
武
二

は
常

任
委

員

と
な

っ

た
。

四

七
年

二
月
、

疎
開

先
を

引
き

払

っ
て
、

横

浜
市
磯

子
区

間

坂

に
転
居
。

こ
の
年
前

後

か
ら

五
五
年

に
か
け

て

の
ほ

ぼ

一

〇
年
間

が
、

武

二
生
涯

の
う

ち

で
最
も
旺

盛

に
創

作
活
動

を

展

開
し

た
時
代

で
あ

っ
た
。

疎

開
中

か
ら
執

筆

し

て

い
た

『太

陽

よ

り
も

月
よ

り
も

』

(
一
九
四
七
)
の
出
版

を

皮
切

り

に
翌

四

八

年

に
は

『
ウ

ィ
ザ

ー
ド
博

士
』

『
ヨ

コ

ハ
マ
の
サ

ギ
山

』

『
ミ

ス

タ

ー

・
サ

ル
ト

ビ
』
『
た

ま
む

し

の
ず

し

の
物

語
』

『
七
福
神

』

な

ど
を

発
表

。
以
後

、

『
パ

パ
は
ノ

ッ
ポ

で
ボ
ク

は
チ

ビ
』

『
カ

ラ

ス
カ

ン
ザ
ブ

ロ
ウ
』
(四
九
)
、

『
ヨ
シ
タ

カ

の
生
ま

れ
た
年

』

(五
〇
)
、
『
い
ろ
は

の

い
そ

っ
ぷ
』
(五
三
)
、

『
馬

ぬ
す

び
と
』
(
五

五
)
、
『魔

女

の
時
代

』
(五
九
)
な
ど

の
秀
作

、
力
作

を

続

々
と
発

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ネ　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
ネ

表
し

た
。

こ
の
間

、

四
九
年

ご
ろ

に
は
長
崎

源

之
助

、
佐

藤
さ

　
　

　
　

と

る
、
い
ぬ

い
と

み
こ
ら

の
後
進
を

指
導

、
彼

ら

の
同
人

誌

「
豆

の
木

」
発

刊

の
後

ろ
楯

と

な

っ
た

り
も

し

て

い
る
。

　

武

二

の
児
童

文
学

は
き

わ
め

て
多
彩

な
側

面
を

も

つ
。

ω
追

憶

も

の

②

ロ
マ

ン

㈹

風
刺
的
な

作

品

ω
幼

年
童

話

㈲
ナ

ン

セ

ン
ス
な

ど

の
分

野

に
分
類
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
分
類

に
彼

の
代
表

作
を

当

て
は
め

る
と
、

ω

『風

と
花

び
ら

』

『
ヨ
コ

ハ
マ
の
サ
ギ
山

』
②

『太

陽
よ

り
も
月

よ
り

も
』
『
た
ま

む

し

の
ず

し

の
物
語

』

『馬

ぬ
す

び
と
』

㈹

『
ウ

ィ
ザ
ー

ド
博

十
』

『
ミ
ス

タ

ー

・
サ

ル
ト

ビ
』

『
太
陽

の
国

の
ア
リ

キ
タ

リ
』

『
魔
女

の
時

代
』
㈲

『
い
ろ
は

の
イ

ソ

ッ
プ

』
『な

が
れ

ぽ
し

』
㈲

『
水
泳

の

は

じ
め
』
『
七
福

神
』
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
人

間
的

に
は
狷

介

と

い
わ

れ
奇
矯

と

い
わ
れ

な

が
ら

、

こ
れ
ら

の
代
表

作

群
を

一

筋

に
貫

い
て

い
る

の
は
名
も

な

い
庶

民

へ
の
愛
情

と
反

俗

、
反

権

力

の
精

神

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

が

で
き
よ
う

。

六
四

年
、

横
浜

文
化

賞
受
賞

。

七

一
年

二
月

一
〇

日
、
心

臓
発
作

の
た
め

六
六

歳

で
世
を

去

っ
た
。

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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[た

ま

む
し

の
ず

し

の
物

語
]
疏
舷

魅

吋
し
　
中

編
童

話
。

一
九

四

八
年
三

月
号

「
少

年
少
女

」
に
発
表

。
奈

良

の
ほ
と

り

に
住

む

若

い
仏
師

が
、
あ

る
日

の
歌

垣

で
美

し

い
お

と
め

に
出

会

い
、
そ

の
女
性

を
妻

に
し
た

い
た

め

に
り

っ
ぱ
な

仕
事
を

残

そ
う
と

し

て
、
果

て
し
な
く

仕

事

の
中

に
没
入

し

て

い
く
。

野

山
に
遊

ぶ

無

心

の
子

ど
も

に
教

え
ら

れ

て
制

作

中

の
厨
子

の
須
弥

座

に
玉

虫

の
羽
を

埋
め

こ
む

こ
と
を

思

い

つ
き
山

野
を
彷

徨
す

る
。
厨

子

は
完

成
す

る

が
、

つ
い
に
仏

師
は

、

は
じ
め

の
願

い
を
超
え

て
、
美

し

い
上

に
も
美

し

い
も

の
を
求

め

て
姿
を

消
し

て

い
く

、

と

い
う

物
語

で
あ

る
。

全
編

き
わ

め

て
唯
美

的
な

傾
向

の
裏
側

に
、
武

二
ら

し

い
反
俗

、
反

権
力

の
精
神

が
読

み
と
れ

る
。

【参
考
文
献
】
猪
熊
葉
子

「平
塚
武
二
解
説
」
(
一
九
七
八

『日
本
児
童
文
学

大
系
26
』
　
ほ
る
ぷ
出
版
)、
小
西
正
保

「平
塚
武
二
」
(
一
九
七
三

『講
座
日

本
児
童
文
学
8
』　
明
治
書
院
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(小
西
正
保
)

　

平

野

威

馬

雄

罪

肋
　

一
九

〇
〇

～
八

六
(明

33
～
昭

61
)

詩

人

、
評

論
家
。

東

京
生

ま
れ

、
上

智
大

学
卒

、
ド

イ

ツ
哲

学
専

攻

、
仏

文
学

の
中

で
も

主
と

し

て

モ
オ

パ

ッ
サ

ン
の
短

編
集

の

翻
訳

、

生
物
学

、

伝
記

、
随
筆

な

ど
数

多
く

の
著

訳
書
を

世

に

出
す

。
フ
ラ

ン
ス
系

ア

メ
リ

カ
人
を

父

に
、
日
本

人

を
母

に
も

っ

た

生

い
立
ち

か
ら

混
血

児

の
問
題

に
取

り
組

む
。

著
書

に

『
フ

ラ

ン
ス
象

徴
詩

の
研
究
』

(
一
九
七
九
)
、

『
伝
円

了
』

(
七
四
)
、

『大

博
物

学
者

ー
南
方
熊
楠

の
生
涯
』
(八
二
)
が
あ

り
、
児
童

向

き

に
書

い
た
も

の
と
し

て

『
レ
ミ
は

生
き

て

い
る
』
(五
九
)
や
詩

集

『
ガ
ラ

ス

の
月
』
(八
四
)
な

ど
が

あ
る
。

長
女

が
、
イ

ラ

ス
ト

　
　

　
　

　

レ
ー

タ
ー

和

田

誠

夫

人

で

エ

ッ
セ
イ

ス
ト

の
平

野

レ
ミ

で
あ

る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

(牧
野
文
子
)

　

平

野

直

麓

団

一
九
〇

二
～
八

六
(明

35
～
昭

61
)

児

童

文

学
作

家

。
岩

手
県

に
生

ま

れ
る
。

少
年
時

代

か
ら
文

学
を

志

　
　

　
　

　

　

し
、

同
郷

の
巽

聖
歌

と
互

い
に
謄
写

版
刷

り

の
雑

誌
を

つ
く

り

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
ホ
　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　

交

換

し
た

り
し

た
。

そ

の
後
、

前
期

「
赤

い
鳥
」
の
童

謡
欄

(北

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

原
白
秋
選
)
に
投

稿
、

童

謡
同

人
誌

「チ

チ

ノ
キ
」
に
同

人

と
し

て
参
加

、

一
九

三
六

年
私

家
版

童
謡
集

『
ぼ
た

ん

の
子

守

唄
』

を

上
梓

す

る
。

一
方

、
昔

話

に
魅

せ
ら
れ
郷

土
岩

手
県

の
民
話

を

採
集

し

、
四

三
年

民
話
集

『
す
ね

こ
た

ん
ぽ

こ
』
を

出
版

す

る
。

そ

の
こ
ろ

か
ら

し
だ

い
に
散
文

に
転

じ
、
戦
後

は
童

話
、

小

説
、

ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
な

ど
幅
広

い
執

筆
活
動

を

続

け
、

『
ゆ
め

み
わ

ら

し
』
(
一
九
七

一
)
、

『
や
く

そ
く

が
ち

が
う

』
(
七

三
)
、
『
残

っ
た

の
は
二
人

』
(
七
三
)
、
『
か
く

れ
里
も

の
が
た

り
』

(
七
三
)
、

『わ

ら
し

っ
こ

・
遊

び

っ
こ
』

(
七
五
)
な

ど
を

出
版

す

る
。

中

で
も

天

明
年
間

の
日
本
貨

物
船

の
漂

流

に
取
材

し
た

長

編

『残

っ
た

の
は
二
人

』

(七
三
)
は
力
作

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(清
水
た
み
子
)

　
平

野

ま
す

み

刧
蕩

　

　一
九
三

一
～
　

(昭
6
～
　
)　

詩

人
、
児

童
文

学
作

家

。
別

名
大

沢
今

日
子
。
伊

豆
下

田

に
生
ま

れ

る
。

県

立
下

田
南

高
校

卒
業

。

一
九

五
三
年

か
ら

幼
児
絵

本

に
詩

、

童

謡
を

発
表

。
五

八
年

「
・王
婦

の
友
」
の
ホ
ー

ム

ソ

ン
グ

に

『春

の
か
く

れ
ん

ぼ
』

入
選

、

N
H

K

の
ホ
ー

ム
ソ

ン
グ

に

『
五

つ

の
木

馬

』
入

選
。

七

一
年
、

第

一
期

日
本
児
童

文
学

学
校

に
学

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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ぶ
。

同
年

、
童
謡
集

『春

の
か
く

れ
ん

ぼ
』
(
一
九
七

一
)
で
第

四

回
新

美
南

吉
文
学
賞

受
賞

。

少
年

小
説

『
太

一
の
海

』
(七
二
)
ほ

か
、
童

話
、
児
童

小
説

な
ど

が
あ

り
、

第

二
次
大

戦
中

の
女

の

生

活
を
描

い
た

『
も
ん

ぺ
は
す

て
き
』

(八
二
)
も

あ

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(尾
上
尚
子
)

　

平

林

広

人

甥

饗

し
　

一
八
八
六
～

一
九
八
六

(明
19
～
昭
61
)

社
会
教
育

家
、

北
欧
研

究
家

。
長

野

県
生

ま
れ

。
青

山
学

院
高

等

部
中

退
。

デ

ン

マ
ー
ク
国

民
高

等
学

校

お
よ

び
同

校
教

員
養

成
科
卒

業
。
専

門
は
社

会
教

育

で
、

『
丁
抹

農
村

と
其

の
教

育
』

(
一
九
二
二
)
、

『
デ

ン

マ
ー
ク

の
国

民
体
操

』

(二
八
)
な

ど
、
広

く
北
欧

文
化

・
文
学

の
紹

介

に
努

め

た
。

児
童

文
学

関
係

で

は

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

著
書

『
ア

ン
デ

ル
セ

ン
の
研

究
』
(六
七
)
の
ほ
か
、
矢

崎
源

九
郎
、

　大
畑
末

吉
ら

と
編
集

・
翻
訳

を
行

っ
た

『
ア

ン
デ

ル
セ

ン
童

話
全

集
』

全

八
巻

(六
一二
～
六
四
)
で
、
一
九

六

五
年

、
第

一
二
回

サ

ン

ケ
イ

児
童
出

版
文
化

賞
大

賞
を

受
賞

し

て

い
る
。

(若
林
ひ
と
み
)

　

ビ

リ
ー
ビ

ン
　
イ

ワ

ン

・
H

国
切
臣

凶
緊
o
害
畠
ヨ

切
趨

蕊
国
=

一
八
七
六
～

一
九
四
ニ
　

ロ
シ
ア

の
絵

本

画
家

。
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

大
卒

、
芸
術

振
興
絵

画
学

校

で

レ
ー
ピ

ン
に
師
事

、
舞

台
装

置
、

線

画
、

こ
と

に
子
ど
も

の
た

め

の
絵
本

の
草

分

け
と

し
て
、

ロ

シ
ア
民
族

芸
術

と
細
密

画

の
伝
統

を
生

か

し
た

独
自

の
世
界

を

つ
く

り
あ

げ
た
。
作

品

に

『イ

ワ

ン
王

子
と

は

い
い
ろ
お
お

か

み
』
(
一
八
九
九
)
、
『
か

え
る

の
王
女

』
(
一
九
〇

一
)
、
『う

る
わ
し

の

ワ

シ
リ
ー
サ
』
(〇
二
)
、

『
サ

ル
タ

ン
王
物

語
』
(〇
五
)
、

『金

の

雄
ど

り
』

(
一
〇
)
、

『イ

リ

ヤ
ー

・
ム
ー

ロ
メ

ツ
』

(
一
二
)
な
ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(田
中
か
な
子
)

　

ヒ
ル
デ

ィ

ッ
ク

　

エ
ド

モ

ン
ド

・
W

国
山
§
琶

α
亳

巴
す
8

鵠
ま

団o
評

一
九
二
五
～
　

イ

ギ
リ

ス
の
児

童
文
学

作

家

で
、
小

説

も
書

い
て

い
る
。

北
イ

ン
グ
ラ

ン
ド

の
労
働
者

階

級

の
家

に
生

ま

れ

て
育

ち

、
作

品

は
そ
う

し

た
背
景

を
も

と

に
書

か
れ

て

い

る
。
代

表
作

廻
.ミ

⑦
ミ
ミ

蠹

ジ

ム
・
ス
タ
ー

リ

ン
グ
』

(
一
九

五

八
)
は
そ

の
特

徴
を

最
も

よ

く

表

し

て
お

り
、

そ

の
後
、

ジ

ム

・
ス
タ

ー
リ

ン
グ
を

主

人
公

と
し

た
作

品
を
次

々
と
発
表

し

た
。
労

働
者

階
級

を

扱

い
、
労
働

者

の
子

ど
も
を

読
者

と
考

え

た
点

で
注

目
す

べ
き
作

家

で
あ

る
。　

　

　
　

　

　

(犬
飼
和
雄
)

　

弘

田
龍

太

郎

㍑

朔
た
ろ
う
　

一
八

九
二
～

一
九

五
二

(明
25

～
昭

27
)　

作
曲
家

。
高

知
県

生
ま

れ
。

一
九

一
四
年
東

京

音
楽
学

校

卒

業
。
同
年

研
究

科

(ピ
ア
ノ
)
入
学
。

一
六
年

同

科
卒

業
。

一
九

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

年
東
京

音

楽
学
校

授

業
補

助
。

本
居

長
世

に
師
事

、

二
〇

年
同

校
助

教
授

。

こ

の
こ
ろ

か
ら
本

格
的

に
童

謡
を
作

曲

し
た

。
彼

　
　

　
　

　

　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　ホ
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ

の
童

謡

は
、

「
赤

い
鳥

」
や

「
少
女

号
」
に
掲
載

さ
れ

清
水

か

つ

　
　

　　
　　　　
　　　　
　ホ

ら
、

葛
原

幽
、

北
原

白
秋

な

ど

の
詩

に
作

曲
さ

れ
た

。
童

謡

に

は

『
靴

が
鳴

る

』

『雀

の
学

校

』

『金

魚

の
昼
寝

』

『キ

ュ
ー
ピ

ー

さ

ん
』

な
ど

ヨ
ナ
抜

き

長
音

階
を
中

心

と
し

た
唱
歌

的
童

謡
、

『
雨

』

『
あ
し

た
』
な

ど

の
大

正
期

に
多
く

作
曲

さ
れ

た

ヨ
ナ
抜

き

短
音

階
、

お
よ

び

『浜

千
鳥

』

『
叱
ら

れ

て
』
の
よ
う

に

テ

ン

ポ

の
ゆ

っ
く

り
と

し
た

感
傷

的
童

謡

が
あ
る
。

弘

田

の
こ
れ

ら

の
童
謡

は
童

謡

そ

の
も

の
が
反
文

部
省

唱
歌

的
要
素

を

も

っ
て

い
た
た

め
、

国
民
学

校

期

の
小
学

校

の
教
科
書

で
も
採

用
さ

れ

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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る

こ
と
は

な
か

っ
た

が
、
広
く

国

民
に
愛

唱
さ

れ
た

。
童

謡
以

外

の
作

品

は
歌
曲

『
小
諸

な

る
古
城

の
ほ
と

り
』
、
歌

劇

『
西
浦

の
神
』
、

『
月
姫
』
な
ど

が
あ

る
。
著

書

に

『作
曲

の
初
歩
』

(
一

九
三
六
)
が
あ

り
、

作
品
集

と

し
て

『
弘

田
龍
太

郎
作

品
集

』
全

三

巻

(五
九
)
が
編
ま

れ

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

(田
甫
桂

二
)

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
び

わ

の
実

学
校

螺

講

　

童

話
雑

誌
。

昭
和

の

「
赤

い
鳥
」
た

　

　
　
　

　
　

ホ

ら

ん

と
し

て
、
坪

田
譲

治
が
主

宰
、

創
刊

し
た

。

一
九

六
三
年

(
昭
38
)
一
〇

月
創

刊
。
譲

治

七
三
歳

の
時

で
あ

る
。
創

刊
号

に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮

口

し

づ

え

、

椋

鳩

十

、

與

田

凖

一
な

ど

の

ベ

テ

ラ

ン

に

並

ん

　

　
ホ
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　

で

、
松

谷

み

よ

子

『
モ

モ

ち

ゃ
ん

動

物

園

へ
行

く

』
、
佐

藤

暁

(さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

る

)

『
四

角

い
虫

の

は

な

し

』
、

前

川

康

男

『
ヤ

ン
』

(連

載

第

　

　

　

　

一
回

)
、

庄

野

英

二

『
水

の
上

の

カ

ン
ポ

ン
』
な

ど

の

作

品

が

出

て

い

る

。

「
び

わ

の
実

学

校

」

が

生

ん

だ

童

話
作

家

と

し

て

は

、

　

　

　

　

　

ホ
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　ホ　
　　　　
　　　　
　　　
　

こ

の

ほ

か

に

今

西

祐

行

、

大

石

真

、

大

川

悦

生

、

あ

ま

ん

き

み

　

　

ホ　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
ネ

こ

、

寺

村

輝

夫

、

宮

川

ひ

ろ

、

竹

崎

有

斐

、

高

橋

健

、

砂

田

弘

な

ど

、

現

代

日
本

の
児

童

文

学

界

の

ほ

ぼ

主

流

を

成

す

作

家

た

ち

の
名

を

あ

げ

る

こ

と

が

で
き

る

。

昭

和

前

期

に

童

話

作

家

と

し

て

名

を

成

し

た

坪

田

譲

治

が

、

名

伯

楽

と

し

て

戦

後

児

童

文

学

史

上

に

残

し

た

大

き

な

功

績

と

い
え

る

。

譲

治

歿

後

、

同

誌

は

先

に

あ

げ

た

同

人

た

ち

の

手

に
引

き

継

が
れ

た

が

、

八

六

年

四

月

、

第

=

二
四

号

を

も

っ
て

終

刊

と

な

っ
た

。

表

紙

絵

は

創

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

刊

号

以

来

、

終

始

版

画

家

の

山

高

登

が

担

当

し

た

。

八

六

年

秋

よ

り

第

二

期

「
び

わ

の
実

学

校

」
が

季

刊

と

し

て

再

出

発

し

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(小
西
正
保
)

フ

　

フ

ァ
ジ

エ
ー

エ
フ
　

ア

レ
ク
サ

ン
ド

ル

・
A
　

>
旨
突
8
告

ロ

〉
濡
峇
臣
碧

畠
§

e
鴛
①
o切

一
九

〇

一
～
五
六
　

ソ
ビ

ェ
ト

の
作

家

。

職
業

革
命

家

の
家

に
生
ま

れ
、

少
年

時
代

か
ら

極
東

の
革

命
運
動

に
参
加

す

る
。

こ

の
体
験
を

も
と

に
描

い
た

『

魯

o
ー

ミ
ま

ミ
2
塁
§

流

れ

に
抗
し

て
』
(
一
九
二
三
)
や

『
氾
濫

』
(二

四
)
、
続

く

『
壊
滅

』
(
二
七
)
で
、

プ

ロ
レ
タ

リ
ア
作
家

の
中
心

的
存

在
と

な

る
。
児

童
文

学
作

品

と
し

て
は
、

第

二
次
世

界
大

戦
中

の
ク
ラ

ス
ノ
ド

ン
地

方

の
少
年

少
女

た
ち

の
地

下
抵

抗
組

織

の
活

躍
を
実

話
を

下
敷

き

に
描

い
た

『若

き
親

衛
隊

』
(四
五
)

が
と

く

に
有
名

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(中
込
光
子
)

　

フ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
　

エ
リ

ナ

ー

日

$
コ
霞

国
費
冨
8

一
八
八

一
～

一
九
六
五
　

イ

ギ

リ

ス
の
詩
人

、
童
話

作
家

、
随
筆

家
。
ト

ム

フ
ー

ル
の
筆

名

で
も

多
数

の
軽

妙
な
詩

を
書

く
。

少
女

期

か

ら
読

書

に
耽

溺
し
、

書

い
た

も

の
を
流
行

作
家

だ

っ
た

父

に
み

て
も

ら

っ
て
育

っ
た
。

四
歳

年
上

の
兄

ハ
リ

ー

の
リ
ー

ド

で
独

自

の
空
想

遊

び
タ

ー

ル
に
も

ふ

け
り
、

二
〇

歳
半

ば
ま

で
続

け
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